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研究成果の概要（和文）： 

マイクロクレジットの返済期限が短いために、マイクロクレジットの導入により農村高利

貸しからの借入が増える可能性があること、返済期限の延長が農村高利貸しへの依存度を

大きく下げることが明らかになった。また、ベトナムで行った経済実験からは、個人貸付

に比べグループ貸付の方が戦略的債務不履行の問題が発生しやすいこと、グループ貸付に

おいては過去の返済行動が重要な役割を担っていることが明らかになるとともに、マイク

ロ保険に関しても、複数の保険提示により保険購買率が高まること、保険を買わずに負の

ショックをうけると次の期の保険購買率が高まること、所得に関するフレーミングは保険

購買率に影響を与えないこと、などが明らかになった。また、家計内資源管理においては、

家計は家計成員の現在志向バイアスに対して有効なコミットメント機能の役割を果たせて

おらず、現在志向バイアスを持つ夫をもつ妻ほど、ROSCA という家計外のコミットメン

ト機能を利用していることも明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
We show that because of the short maturity of microcredit, the introduction of 
microcredit can increase the borrowing amount from the moneylender, and the 
expansion of the maturity can substantially decrease the dependence on the 
moneylender. Our experimental evidence suggests that the group lending suffers from 
strategic default more than the individual lending, and the past behavior plays an 
important role in the group lending. Our experiment on microinsurance shows that 
providing opportunities to choose one of two insurance will achieve higher uptake rate 
than just selling one insurance policy, that the uncovered negative shock in the last 
period increases the uptake rate in the current period, and that framing on income 
distribution dos not affect the uptake decision. We also show that in the 
intrahousehold resource allocation, the household fails in implementing an effective 
commitment mechanism against the present bias problem, and time consistent wives 
whose husbands are present-biased are more likely to join ROSCA, a commitment 
mechanism outside the household, to protect the household resources. 
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１．研究開始当初の背景 

 2006 年のグラミン銀行とムハマド･ユヌス
総裁のノーベル平和賞受賞を機に、マイクロ
ファイナンス（以下 MF）への関心は大きく
高まっている。MF とは貧困層向け金融サー
ビスの総称であり、代表的なものとして、マ
イクロクレジット（MC）、マイクロ貯蓄、マ
イクロ保険。マイクロ送金などがある。しか
しながら、MC の代表的な特徴とされたグル
ープ貸付を本家本元のグラミン銀行自身が
放棄したり、MC 参加によって高利貸しから
の借金が増えていることを示した準自然実
験的な実証結果が提示されるなど、MC プロ
グラムのあり方は再検討を迫られている。ま
た、貧困層ほどリスクに脆弱なことからマイ
クロ保険に大きな期待が掛けられているが、
実際の加入率は低水準にとどまっている。 

 

２．研究の目的 

本研究は、以下の四つのテーマについて理
論的、実証的考察を加えることである。 

（１） グループ貸付と個人貸付の相対的優
位性がコミュニティの緊密さに依存
する可能性に注目し、コミュニティ
の緊密さのパラメータとして、①他
のメンバーの収入に関するシグナル
の正確度（コミュニティの情報面で
の緊密さ）、②他のメンバーとの MC

以外の文脈での利害関係（相互依存
関係としてのコミュニティの緊密
さ）が、個人貸付に対するグループ
貸付の相対的優位性（劣位性）にい
かに影響を与えうるかをフィールド
実験を用いて考察する。 

（２） MC の返済期限の短さが高利貸しか
らの借金の背景にあることを明らか
にする。MC 参加によって高利貸し
からの借金が増えた原因としては、
従来、①MC の融資額は必要投資額
に比べ尐額で不足分を高利貸しから
借りた、②MC への返済が困難にな
り高利貸しから借りた、の二点が挙
げられてきたが、これらから導かれ
る政策的含意は、①MC の融資限度
額増大、②返済の問題が起きないよ
う投資行動を監視、となる。しかし、
返済期限の問題が重要な要因である

場合は、これらの政策を行っても効
果がない可能性があり、どのような
状況で返済期限の問題が重要な要因
となりうるかを明らかにする。 

（３） MC への需要、MC の効果が家計の属
性によって異なるという最近の研究
結果は、MC 研究において、家計レ
ベルでの意思決定を明らかにするこ
との重要性を示唆している。また、
近年の研究ではコミットメント装置
としての MC の役割にも注目が集ま
っている。こうした近年の研究の流
れから、本研究では家計内の現在志
向バイアスに焦点を当て、家計がど
の程度家計構成員の現在志向バイア
スに家計内で対処可能か（現在志向
バイアスの夫は妻に資金管理しても
らうことで現在志向バイアスを克服
できる可能性があるが実際そのよう
な取り決めが実行されているか）、
MC や ROSCA など家計外部へのコ
ミットメント手段が必要か、につい
て検証する。 

（４） マイクロ保険購入決定に関する行動
経済学から導かれる諸仮説をフィー
ルドラボ実験を用いて検証する。 

 

３．研究の方法 

（１）グループ貸付と個人貸付： 

ベトナムの農村部で MC の対象となる貧困
層を対象にフィールドラボ実験を行い、他の
メンバーの収入に関するシグナルの正確さ
の程度によって、個人貸付とグループ貸付の
パフォーマンスがどう変化するかを分析す
る。また、MC ゲームと並行して自分の利得
が相手の行動に依存する「social interaction

ゲーム」を同時にプレイさせるバージョンも
行い、social interaction ゲームの存在がグル
ープ貸付と個人貸付のパフォーマンスにど
のような影響を与えるかを検証する。 
（２）返済期限： 
 理論モデルの構築とカリブレーションを
行う。当初の予定ではインドの MC 機関と協
力して、返済期限をランダムに割り振るフィ
ールド実験を行う予定であったが、海外から
のソーシャルファンドに依存していた当該
MC 機関が、金融危機の影響で MC プログラ



ムの拡大が困難になったこと、問題は悪のた
めに理論分析を突き詰めることが重要なこ
とから、簡単な２期間モデルの理論分析、お
よび借入れ・投資のタイミングも考慮した無
限期間モデルのカリブレーションを行い、返
済期限が重要になる環境を明らかにするこ
ととした。 
（３）家計内意思決定 
 家計調査と経済実験を組み合わせてベト
ナム地方都市部の夫婦のデータを取り、夫婦
がコミットメント機能として機能している
か、およびそうした家計の家計外のコミット
メント装置への需要を検証する。 
（４）マイクロ保険 
 保険購買意思決定において、フレーミング
や選択肢の数、Silver lining effect の可能
性などを検証するフィールドラボ実験を実
施する。 
 
 
４．研究成果 
（１）グループ貸付と個人貸付： 

シグナルがなくパートナーの所得に関す
る情報がない場合、およびシグナルの精度が
それほど高くない場合には、グループ貸付の
方が個人貸付に比べ戦略的債務不履行を起
こしやすいことが明らかになった。一方、シ
グナル精度が高い場合には、個人貸付とグル
ープ貸付において戦略的債務不履行が起き
る確率は同程度であった。また、グループ貸
付においては、前回相手がきちんと債務返済
を行ったかどうかが今期の返済決定に影響
を与えており、返済を通して形成されるグル
ープ内の信頼が重要であることが示唆され、
そうした信頼が形成されている場合にはグ
ループ貸付と個人貸付において戦略的債務
不履行を選択する確率に有意な違いは見ら
れなかった。さらに、債務不履行確率自体は
グループ貸付の方が高くなるが、債務回収率
自体はグループ貸付でも個人貸付でも有意
な差は観察されなかった。これらは現状でメ
ンバーに残っている人々の間ではグループ
貸付でも個人貸付でも戦略的債務不履行、お
よび債務不履行確率に大きな違いはないこ
とを示唆しており、現実において個人貸付と
グループ貸付が混在している状況とも整合
的である。「social interaction ゲーム」を同
時にプレイさせる実験では、むしろ social 

interaction ゲームがある方が債務不履行確
率は高くなっており、この結果の解釈および
含意については現在も研究を進めていると
ころである。 
（２）返済期限： 
 理論分析の結果、投資リターンや投資以外
の所得が低い家計ほど、MC と同時に、MC

よりも返済スキームが柔軟な高利貸しを利
用する可能性が高くなる一方、ある水準以上

の投資リターンや所得フローがある家計で
は、利子率の低い MC のみを利用することが
明らかになった。投資リターンの分布が対数
正規分布に従うという仮定の下シミュレー
ションを行ってみると、投資の平均収益率が
それほど高くない場合には、マイクロクレジ
ットプログラムが導入されることにより、そ
の地域における金貸しからの平均借入額が
増加するということも示された。これは、マ
イクロクレジットの導入により金貸しから
の借入額が増えたという実証研究の結果に
対する一つの新たな説明を与える。そして、
こうした人々の高利貸しへの依存を減尐さ
せるためには、MC の返済期限の延長が重要
であり、返済期限を若干延長した場合には、
マイクロクレジットプログラムの導入は常
に金貸しからの平均借入額を減らすことも
シミュレーション結果から明らかになった。 
（３）家計内意思決定 
 夫婦は現在志向バイアスに対するコミッ
トメント装置としてはあまりうまく機能し
ておらず、むしろ現在志向バイアスのある人
ほど所得を配偶者に預けず、また、配偶者が
現在志向バイアスな場合にはむしろ配偶者
に多く所得を渡していることが明らかにな
った。夫婦は現在志向バイアスのある人に対
して小遣いを尐なくするなどいくらかの工
夫はしているようであるが、現在志向バイア
スのある人は小遣いが尐ない分をこっそり
自分でためており、現在志向バイアスに対し
て夫婦がコミットメント機能としてはうま
く機能していない実態が明らかになった。ま
た、そのために、現在志向バイアスのある配
偶者を持つ人の方が、ROSCA など家計外のコ
ミットメント装置をより利用していること
も明らかになった。 
（４）マイクロ保険 
 保険購買意思決定において、フレーミング
は影響を与えていないこと、選択肢があるこ
と自体が購買確率を上げる可能性があるこ
と、前期に保険を買っていなかったが負の
ショックをうけた場合には今期の保険購買
率が高まることなどが明らかになった。 
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